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この機関紙は、赤い羽根共同募金助成金により発行しています。
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大平地域ボランティアスクールで実施した「盲導犬体験」の様子です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関連記事２ページに掲載）
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各地域で、小学生や中学生を対象に、夏休みを利用したボランティアスクールを開催しました。
参加した児童・生徒は、体験を通して“支えあい・思いやり”の大切さを学びました。
各地域で、小学生や中学生を対象に、夏休みを利用したボランティアスクールを開催しました。
参加した児童・生徒は、体験を通して“支えあい・思いやり”の大切さを学びました。

主な実施内容主な実施内容
栃木地域 藤岡地域  西方地域
 ・視覚障がい者との交流  ・手話体験 ・車いす体験  ・MAWJ（難病の子ど
 ・点字体験・栃木県庁見学  ・自衛隊見学 ・点字体験
 ・朗読体験  ・高齢者疑似体験

大平地域 都賀地域
 ・点字体験　・手話体験  ・災害研修
 ・アイマスク体験  ・防災センター見学研修
 ・盲導犬センター見学研修

　

10
月
１
日
か
ら
、
全
国
一
斉
に
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
昨
年
度
は
、
１
８
，
２
５
８
，

９
３
９
円
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
各
地
域
の
内
訳
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

今
年
は
、
栃
木
県
２
２
５
，
０
２
３
，
０
０
０
円
、

栃
木
市
で
１
７
，
７
４
１
，
０
０
０
円
の
目
標
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
福
祉
施
設
の
新
築
、
増
改

築
、
備
品
整
備
費
、
児
童
養
護
施
設
等
就
労
支
援
事
業
、

災
害
見
舞
金
等
配
分
や
地
域
福
祉
推
進
事
業
に
活
用
さ

れ
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
市
内
で
は
次

の
施
設
に
助
成
さ
れ
る
予
定
で
す
。

・
ゆ
う
の
家
事
業
所
（
ア
ル
ミ
缶
回
収
活
動
に
係
る
集

　

積
庫
設
置
）　           　
　

 　

６
３
５
，
０
０
０
円

・
あ
ゆ
み
（
利
用
者
送
迎
用
自
動
車
整
備
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

１
，
０
０
０
，
０
０
０
円

・
障
害
者
支
援
施
設
悦
山
荘
（
利
用
者
送
迎
用
軽
自
動

　

車
整
備
）　　
　
　
　
　
　
　
　

７
０
０
，
０
０
０
円

・
す
ま
い
る
わ
ー
く
桜
（
利
用
者
送
迎
用
軽
自
動
車
整
備
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

７
０
０
，
０
０
０
円

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
心
温
ま
る
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
始
ま
り
ま
す
！

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
始
ま
り
ま
す
！

「
地
域
の
福
祉
、
み
ん
な
で
参
加
」

「
地
域
の
福
祉
、
み
ん
な
で
参
加
」

〜
平
成
25
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
〜

※

栃
木
地
域 

８
，
９
２
１
，
３
８
８
円

　

大
平
地
域 

４
，
４
８
０
，
８
７
７
円

　

藤
岡
地
域 

２
，
０
６
０
，
８
４
８
円

　

都
賀
地
域 

１
，
６
２
７
，
６
９
６
円

　

西
方
地
域 

１
，
１
６
８
，
１
３
０
円

　もたちの夢を叶える
　お手伝いをする団体）
　のお話
・収集ボランティア

・朗読体験
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決　算　額
（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

決　算　額

決　算　額
1,201,487
14,169,874
219,500
3,032

15,593,893
1,201,487
11,214,943

75,031
1,497,993

14
466,440

14,455,908
1,137,985
16,479,685
17,617,670

24,464,276
3,622,319

136,542,842
3,434,165

211,518,619
14,746,862
6,872,363
15,486,423
605,800

479,937,221
52,402,625
580,788
1,361,423
3,121,866
18,177,889
315,000

131,863,955
8,385,460

1,113,439,896
645,616,315
18,046,585
129,183,863
7,429,000
13,233,834
1,315,000
15,082,273
1,146,378
18,177,889
6,734,033

133,203,081
22,039,090

1,011,207,341
102,232,555
620,982,852
723,215,407

9,547,000
311,443
1,085

9,859,528
252,000
9,890,972

6,000
10,148,972
△ 289,444
3,088,465
2,799,021

収
入
の
部

支
出
の
部

当期資金収支差額
前期末支払資金残高
当期末支払資金残高

支
出
の
部

支　出　合　計

収
入
の
部

当期末支払資金残高

当期資金収支差額
前期末支払資金残高

資金収支計算書（公益事業会計）
勘　定　科　目

収　入　合　計

支　出　合　計

人件費支出
事業費支出
負担金支出

受託金収入
事業収入
受取利息配当金収入

支　出　合　計

就労支援事業支出
人件費支出
事務費支出
事業費支出
積立預金積立支出
その他の支出

就労支援事業収入
自立支援費等収入
事業収入
受取利息配当金収入

収　入　合　計

当期資金収支差額

収
入
の
部

勘　定　科　目
資金収支計算書（一般会計）

勘　定　科　目

人件費支出
事務費支出
事業費支出
貸付事業等支出
共同募金配分金事業費
分担金支出
助成金支出
負担金支出
経理区分間繰入金支出
固定資産取得支出及び繰入支出
積立預金積立支出
その他の支出

収　入　合　計

当期末支払資金残高
前期末支払資金残高

会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
助成金収入
受託金収入
事業収入
貸付事業等収入
共同募金配分金収入
負担金収入
介護保険収入
自立支援費等収入
私的契約利用料収入
雑収入
受取利息配当金収入
経理区分間繰入金収入
施設整備等補助金収入
積立預金取崩収入
その他の収入

支
出
の
部

資金収支計算書（特別会計）

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
等
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
す
る
協
定
を
締
結

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
等
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
す
る
協
定
を
締
結

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
等
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
す
る
協
定
を
締
結

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
等
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
す
る
協
定
を
締
結

栃木市社会福祉協議会と
岩舟町社会福祉協議会が

合併契約を締結

栃木市社会福祉協議会と
岩舟町社会福祉協議会が

合併契約を締結

　

7
月
31
日（
水
）、
市
役
所
に
て
栃
木
市
と
栃
木
市
社
会
福
祉
協
議
会

は
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
等
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
災
害
発
生
時
の
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
運
営

な
ど
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
に
係
る

内
容
の
協
定
で
す
。
こ
の
協
定
締
結
よ
り
、

本
会
が
災
害
発
生
時
に
必
要
不
可
欠
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
効
率
よ
く
推
進
さ
せ

る
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
模
擬
訓
練
や
災
害
・
防
災
に

関
す
る
講
座
を
実
施
・
開
催
し
、
日
頃
か

ら
有
事
に
備
え
て
い
き
ま
す
。

　7月29日（月）、栃木保健福祉センター大会議室にて、
「栃木市・岩舟町社会福祉協議会合併契約書調印式」
が執り行われました。
　両社協による合併協定の調印と合併への同意を経
て、今日の契約となったもので、今後は県への合併
申請など来年の合併に向けての事務手続きを行うこ
とになります。

平成２４年度決算報告
（自　平成24年４月１日　　至　平成25年３月31日）
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藤

岡

支

所

都

賀

支

所

西

方

支

所

　

ふ
く
し
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
左
記
の
と
お
り
藤
岡

ふ
く
し
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
・
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
日
時　

10
月
20
日（
日
）午
前
９

時
〜
午
後
２
時

◇
場
所　

藤
岡
文
化
会
館
／
藤
岡

公
民
館

◇
内
容　

幼
稚
園
・
保
育
園
児
に

よ
る
演
技
、
五
家
英
子
歌
謡

シ
ョ
ー
、
模
擬
店
、
健
康
・
介
護
・

人
権
相
談
、
福
祉
体
験（
手
話
・

点
字
・
車
い
す
等
）、
日
赤
・
自

衛
隊
展
示
コ
ー
ナ
ー
等

◇
そ
の
他　

当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
主
催
・
問
合
せ
・
申
込
み

　

第
27
回
藤
岡
ふ
く
し
ま
つ
り
実

行
委
員
会（
藤
岡
支
所
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
62‐

５
８
６
１

　
　
　
　
　
　
　

 

６
月
20
日（
木
）

　

藤
岡
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

及
び
支
援
セ
ン
タ
ー
親
の
会
合
同

日
帰
り
研
修
会
で
、「
栃
木
県
防
災

館
」に
行
き
ま
し
た
。

　

防
災
館
で
は
、
ビ
デ
オ（
東
日
本

大
震
災
・
防
災
ア
ニ
メ
）を
見
た
り
、

大
風
・
煙
・
地
震
の
疑
似
体
験
を

し
た
り
す
る
こ
と
が
出
来
て
、
改

め
て
、
災
害
に
対
す
る
備
え
の
大

切
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

た
有
意
義
な
研
修
で
し
た
。

　

就
労
継
続
支
援
セ
ン
タ
ー
い
ち

ご
の
郷
・
都
賀
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
な
か
よ
し
で
は
エ
コ
対
策

と
し
て
ゴ
ー
ヤ
で
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
を
作
り
、
そ
の
ゴ
ー
ヤ
を
使

い「
ゴ
ー
ヤ
茶
」を
作
り
ま
し
た
。

　

利
用
者
か
ら
は「
美
味
し
い
。
で

も
苦
い
」「
体
に
良
さ
そ
う
」「
来
年

は
何
を
作
ろ
う
か
」な
ど
、
色
々
な

感
想
が
出
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で

作
っ
た
ゴ
ー
ヤ
茶
は
格
別
で
、
楽

し
い
テ
ィ
ー
タ

イ
ム
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　
　

６
月
24
日（
月
）〜
26
日（
水
）

　

西
方
中
学
校
の
２
年
生
３
名
が
、

職
場
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
の
施
設
体
験
や
配
食

サ
ー
ビ
ス
の
お
弁
当
作
り
、
学
童
保

育
や
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
等
、
社
協
の
色
々
な
事
業

を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

27
回
藤
岡
ふ
く
し
ま
つ
り

27
回
藤
岡
ふ
く
し
ま
つ
り

「
合
同
日
帰
り
研
修
会
」

「
合
同
日
帰
り
研
修
会
」

「
美
味
し
い
。
で
も
苦
い
。

　
　
　
　

手
作
り
ゴ
ー
ヤ
茶
」

「
美
味
し
い
。
で
も
苦
い
。

　
　
　
　

手
作
り
ゴ
ー
ヤ
茶
」

高
齢
者
向
け
講
座
を
開
催

高
齢
者
向
け
講
座
を
開
催

マ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ

マ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ

すふお◇◇◇◇

みんなのひろばみんなのひろば
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ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
in
と
ち
ぎ

楽
し
く
！
熱
く
！
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　

養
成
講
習
会
受
講
者
募
集

福
祉
講
話

「
地
域
で
育
む
子
ど
も
の
未
来
」

平
成
25
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門

あ
ら
か
る
と
講
座
受
講
者
募
集

〜
は
じ
め
の
一
歩
〜

◇
期
日　

11
月
９
日（
土
）

◇
場
所　

都
賀
中
学
校
体
育
館

◇
対
象　

ど
な
た
で
も

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

◇
内
容
等

　
〈
午
前
の
部
〉

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
体
験

　
〈
午
後
の
部
〉

　

正
午
〜
午
後
３
時
30
分

　

サ
ッ
カ
ー
体
験

※

昼
食
時
間（
正
午
〜
午
後
１

時
）に
、
参
加
者
同
士
や
講
師

と
交
流
で
き
る
時
間
が
あ
り

ま
す
。

◇
講
師　

・
栃
木
レ
イ
カ
ー
ズ

　
　
　
　

・
栃
木
ウ
ー
ヴ
ァ

◇
定
員　

各
40
名（
先
着
順
）

　

午
前
、
午
後
両
方
の
参
加
も
可

◇
参
加
費　

無
料（
参
加
者
に
は

簡
単
な
昼
食
を
用
意
し
ま
す
）

◇
問
合
せ
・
申
込
み

　

10
月
１
日（
火
）〜 

電
話
又
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
本
所
地
域
支
援
係

　
（
☎ 

22
ー
４
４
５
７
／
FAX 

22ｰ

４
４
６
７)

◇
期
日
・
内
容
等

①
10
月
19
日（
土
）

〇
要
約
筆
記
に
つ
い
て

　

話
の
内
容
を
要
約
し
、
そ
の
場

で
文
字
に
し
て
、
聴
覚
障
が

い
者
へ
伝
え
る
方
法（
技
術
）

　

講
師　

 

田
中
美
雪
氏

②
11
月
16
日（
土
）

〇
視
覚
障
が
い
に
つ
い
て
①

　

講
話
、
視
覚
障
が
い
者
外
出

介
助
方
法

　

講
師 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｄ-

ア
イ
の
会

③
11
月
30
日（
土
）

〇
視
覚
障
が
い
に
つ
い
て
②

　

外
出
体
験（
ア
イ
マ
ス
ク
）

　

講
師
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｄ-
ア
イ
の
会

◇
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

◇
場
所　
栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
他

◇
対
象　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興

味
あ
る
方

◇
定
員　
各
20
名（
複
数
受
講
可
）

◇
参
加
費　
無
料

◇
問
合
せ
・
申
込
み

　

10
月
１
日（
火
）〜
電
話
又
は
来

会
に
て
本
所
地
域
支
援
係

　
（
☎
22
ー
４
４
５
７
）

◇
日
時　

全
３
回　

　

11
月
15
日
、
22
日
、
29
日
の　

　

金
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◇
場
所

　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
定
員　

42
名（
先
着
順
）

◇
参
加
費　

無
料

◇
問
合
せ
・
申
込
み

　

10
月
１
日（
火
）〜
18
日（
金
） 　

　

ま
で
に
、
本
所
地
域
支
援
係

　
（
☎ 

22
ー
４
４
５
７
）

◇
日
時　

平
成
25
年
10
月
28
日

（
月
）　

午
前
10
時
〜
正
午

◇
場
所　

大
平
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー（
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
館
）

◇
講
師　

栃
木
県
教
育
研
究
所

            

相
談
部
長 

丸
山 

隆
氏

◇
参
加
費　

無
料

◇
申
込
み　

不
要

◇
問
合
せ

　

大
平
支
所（
☎ 

43
ー
０
２
９
４
）

◇
日
時　

全
３
回　

　

10
月
７
日
、
21
日
、
28
日
の

月
曜
日
午
後
7
時
〜
午
後
8

時
30
分

◇
場
所

　

大
平
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
ふ

る
さ
と
ふ
れ
あ
い
館
）ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ロ
ン

◇
内
容　

　

・
聴
覚
障
が
い
者
に
つ
い
て

　

・
手
話
で
の
日
常
会
話
な
ど

◇
参
加
費　

無
料

◇
定
員　

各
20
名（
先
着
順
）

◇
問
合
せ
・
申
込
み

　

大
平
支
所（
☎ 

43
ー
０
２
９
４
）

◇
日
時　

10
月
18
日（
金
）、
28
日

（
月
）午
前
10
時
〜
正
午

※

ど
ち
ら
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

◇
場
所　

都
賀
体
育
セ
ン
タ
ー

◇
対
象　

60
歳
以
上
の
方

　

障
が
い
が
あ
る
方
も
な
い
方
も

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
一
緒
に
交
流

し
ま
し
ょ
う
。

　

と
ち
ま
る
君
と
グ
レ
ッ
ピ
ー
も

応
援
に
来
る
よ
。

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取

り
組
む
き
っ
か
け
づ
く
り
、
相
談

活
動
に
役
立
て
る
た
め
、
傾
聴（
相

手
の
話〔
気
持
ち
〕に
耳
を
傾
け
、

共
感
し
、
受
け
止
め
る
）の
ポ
イ
ン

ト
を
学
び
ま
す
。

「
や
さ
し
い
手
話
教
室
」（
夜
の
部
）

募

集

体
力
年
齢
の
測
定

　
　

あ
な
た
の
体
力
は
何
歳
？

外出体験（イメージ）

　

戸
惑
い
な
が
ら
も
、
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
職
員

は
も
ち
ろ
ん
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

を
利
用
す
る
方
に
も
好
印
象
で
し

た
。

　

体
験
後
の
報
告
に
は
、
皆
さ
ん

の
感
謝
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
た
と

書
い
て
あ
り
、
実
際
に
働
く
大
変

さ
や
、
や
り
が
い
な
ど
を
感
じ
て

も
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

８
月
21
日（
水
）

　

夏
休
み
を
利
用
し
、
学
童
保
育

の
子
ど
も
達
と
埼
玉
の
鉄
道
博
物

館
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　

ふ
だ
ん
電
車
に
乗
る
こ
と
が
少

な
い
子
ど
も
達
が
、
電
車
の
中
で

駅
弁
を
食
べ
た
り
、
電
車
の
運
転

体
験
を
し
た
り
、
ジ
オ
ラ
マ
を
見

た
り
し
て
夏
休
み
の
１
日
を
楽
し

み
ま
し
た
。

学
童
保
育
野
外
事
業

学
童
保
育
野
外
事
業



「理念・仕組
み」 「具

体的な取り組み」

◆「地域福祉活動計画」って？◆「地域福祉計画」って？

栃木市の「行政計画」

・市の取り組み
・市民や地域の取り組みの方向性

社会福祉協議会の「民間計画」

・社会福祉協議会の取り組み
・市民や地域の取り組む具体的な内容

とちぎし社協だより 14第 号平成25年９月 日20
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◇
内
容　

握
力
、
開
眼
片
足
立
ち
、

上
体
起
こ
し
、
10
ｍ
障
害
物

歩
行
、
６
分
間
歩
行
等
を
計

測
し
、
体
力
年
齢
を
測
定
し

ま
す
。

◇
定
員　

各
30
名

◇
参
加
費　

無
料

◇
持
ち
物　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

　
　
　
　
　

飲
み
物

◇
問
合
せ
・
申
込
み

　

９
月
25
日（
水
）〜
都
賀
支
所

（
☎
28‐

０
２
５
４
）

　

包
丁
の
苦
手
な
男
性
の
料
理

教
室
で
す
。
ま
ず
は
、
簡
単
で

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？　

◇
日
時　

10
月
30
日（
水
）午
前

10
時
〜
午
後
１
時
30
分

◇
場
所　

都
賀
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
対
象　

60
歳
以
上
の
男
性

◇
内
容　

缶
詰
め
を
利
用
し
た

丼
物
を
つ
く
り
ま
す
。

◇
定
員　

20
名（
先
着
順
）

◇
参
加
費　

無
料

◇
問
合
せ
・
申
込
み

　

９
月
25
日（
水
）〜
都
賀
支
所

（
☎
28‐

０
２
５
４
）

　

ア
ロ
マ
の
香
り
で
ス
ト
レ
ス

解
消
し
た
い
・
停
電
し
た
時
の

た
め
に
ろ
う
そ
く
を
備
え
て
お

き
た
い
等
、
様
々
な
用
途
で
お

使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

◇
日
時　

10
月
31
日（
木
）、
11
月

11
日（
月
）午
前
10
時
〜
正
午

※

ど
ち
ら
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

◇
場
所　

社
協
都
賀
支
所

◇
対
象　

60
歳
以
上

◇
講
師　

石
原
早
苗
氏

　
（
岩
舟
町
と
ち
ぎ
花
セ
ン
タ
ー
）

◇
定
員　

各
20
名（
先
着
順
）

◇
参
加
費　

無
料

※

材
料
は
社
協
で
用
意
し
ま
す
。

◇
問
合
せ
・
申
込
み

　

９
月
25
日（
水
）〜
都
賀
支
所

（
☎
28‐

０
２
５
４
）

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

簡
単
に
誰
も
が
出
来
る

　

ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

　

〜
ろ
う
そ
く
を
作
り
ま
す
〜

地域懇談会を開催しました！

「地域におけ
る福祉ってなんだろう」～わたしとあなたができる支援～



第５地区社会福祉協議会 第六地区社会福祉協議会

第七地区社会福祉協議会 大宮地区社会福祉協議会

　第５地区社協は箱森町（４自治会）、大町、
嘉右衛門町、昭和町、小平町、弁天の９つの
自治会で構成されています。各町内の自治会
長、民生委員、主任児童委員を中心にいろい
ろな事業を行っています。６月にはお一人暮
らしの方々の昼食会、９月には高齢者と児童
との交流会を第３小体育館をお借りして行い、
３月には小学校入学を楽しみに待つお子様へ
名入りの鉛筆をプレゼントしています。いず
れの事業も地域の皆様の協力で成り立ってい
ます。

　栃木市内には、全部で16の地区社会福祉協議会（通称：地区社協）があります。各地区社会福祉協
議会の様々な福祉活動を紹介します。
　今回は第５地区～大宮地区社会福祉協議会です。

　大宮地区は、35自治会で構成され、38名
の役員で活動し、子どもから高齢者までの次
のような事業を行っています。

　第６地区は、片柳町・平井町・薗部町の３
町内10自治会、３,５００世帯から構成されて
います。会の運営は、自治会長・民生委員・
老人クラブ役員を中心に、地域に密着した事
業を実施しています。本年度は会の設立20
周年の節目の年にあたり記念大会を開催しま
した。他に次のような事業を実施しています。
・敬老会 ・福祉慰安大会 ・ふれあい相談員
研修会 ・ひとり暮らし高齢者会食会 ・生きが
いサロン ・役員研修会

・子育てサロン（年４回） ・学童保育の支援 ・
子どもと高齢者の交流会 ・ひとり暮らしと高
齢者のお楽しみ会 ・寝たきり高齢者への友愛
訪問 ・ひとり暮らしふれあい訪問 ・身障者と
の視察研修 ・公民館まつりへの参加 ・新入学
児童への祝い品贈呈

会長　日向野文代

会長　柏崎桂二

会長　鈴木林弥

　第七地区は、湊、富士見、入舟１～３、祝、
柳橋、錦町の自治会長と民生児童委員、主
任児童委員が理事となり、地区の皆様から
いたただいた会費で運営しています。町内毎
に行っている「いきがいサロン」など70歳以
上の方が対象の事業を中心に、学校の協力
をいただいて行う「中学校入学祝贈呈」や母
子保健推進員主催の「子育てサロン」への協
力など関係機関との連携を大切にしながら地
域福祉の向上を目指しています。今後ともご
協力をお願いします。

会長　柏倉和子

あなたの強い味方  身近な地区社会福祉協議会

とちぎし社協だより14第 号 平成25年９月 日20
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※上記の他にも社会福祉協議会窓口の収集箱に、使用済切手・使用済テレホンカードを多数ご寄付いただきました。
　ありがとうございました。
なお、本会で受付した東日本大震災義援金は全額市へ送金いたしました。

（平成２５年５月～７月に本会へ寄付のあったものです）

心配ごと相談所

法律相談（要予約） こども発達相談

※秘密は厳守いたします

○事業概要：相談員が、日常生活上の相談に応じます。

○サービスの内容：日常生活上のあらゆる心配ごとに対して、適切な助言・援助を行います。
○利　用　料　金：無　料
○問  い  合  わ  せ：

○利 用 料 金：無料
○問い合わせ：大平支所　地域支援係

開　設　場　所
栃木保健福祉センター 毎月第1火曜日

毎月第1、3
火曜日

毎月第 3
金曜日

9時30分～11時30分
9時30分～11時30分
9時30分～11時30分
9時30分～11時30分

9時～正午

13時00分～15時00分

14時～16時

毎月第2火曜日
毎月第3火曜日
毎月第4火曜日
毎月18日西方保健センター

※開設日については祝日及び12月29日～1月3日を除く。

大平地域福祉センター（ふるさとふれあい館）
藤岡公民館（旧 藤岡福祉センター）
都賀老人憩いの家白寿荘

開　設　日 開　設　時　間

開 設 場 所 開 設 場 所
大平地域福祉センター
（ふるさとふれあい館） そのべ児童館

開 設 日 開 設 日開設時間 開設時間

蕁43-0294
○利 用 料 金：無料
○問い合わせ：そのべ児童館 蕁20-6231

本　　所　総務課地域支援係 藤岡支所　地域支援係蕁22-4457 蕁62-5861
大平支所　地域支援係 都賀支所　地域支援係蕁43-0294 蕁28-0254
西方支所　地域支援係 蕁92-8080

各種相談事業のご案内各種相談事業のご案内各種相談事業のご案内

～心より御礼申し上げます～

ありがとう
あたたかい善意
ありがとう

あたたかい善意

社会福祉協議会へ

福祉基金へ

（敬称略）
大川 賢
小野新作
広瀬哲央

タオル多数
タオル多数
介護ベッド１台

30,000 円
50,000 円
3,400 円
96,467 円
2,000 円
3,400 円
11,180 円
24,379 円
30,000 円

（株）ユサワ自動車（第164回、165回、166回） 
田谷均 
篤志家 
旧栃木市自治会連合会（栃木地域） 
早乙女恵子 
新・西野田地区地域の広場協議会 
保泉シズノ 
上町・仲町・下町・新町各自治会夏祭りチャリティーイベント益金
大森光一 

3,000 円
4,500 円
9,000 円

大平若柳会 
東武ゴルフサービス（株）渡良瀬カントリークラブ
（有）つがや（第215回、216回、217回）

上町・仲町・下町・新町各自治会
夏祭りチャリティーイベント益金

東武ゴルフサービス（株）
渡良瀬カントリークラブ

　

８
月
６
日（
火
）、
栃
木

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て

市
内
の
小
中
学
校
の
先
生

を
対
象
に「
先
生
の
た
め

の
福
祉
講
座
」を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、

学
校
と
社
会
福
祉
協
議
会

が
連
携
し
、
充
実
し
た
福

祉
教
育
の
取
り
組
み
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。
講
師
と
し
て
、

国
際
医
療
福
祉
大
学
か
ら

大
石
剛
史
先
生
、
野
木
町

社
協
職
員
を
お
招
き
し
、

「
実
践
発
表
」「
講
話
」「
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」と
い
う

内
容
で
実
施
し
ま
し
た
。

先
生
の
た
め
の

　
　

福
祉
講
座
開
催
！

先
生
の
た
め
の

　
　

福
祉
講
座
開
催
！

先
生
の
た
め
の

　
　

福
祉
講
座
開
催
！



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を目的に、支援を必要としている世帯
に対して、歳末たすけあい募金から見舞金を配分します。
対象世帯、申請方法は以下のとおりです。

＜配分対象世帯＞
　在宅であって、次の（１）と（２）の両方に該当する世帯

（１）次の条件のいずれかに該当する世帯
　ア）平成７年４月２日以降生まれのこどもを養育している母子家庭、父子家庭、両親のいない世帯
　イ）身体障がい児者のいる世帯（身体障害者手帳１級または２級）
　ウ）知的障がい児者のいる世帯（療育手帳AまたはB）
　エ）精神障がい者のいる世帯（精神障害者手帳１級または２級）
　オ）要介護者のいる世帯（要介護４または５の認定）
　カ）配分を必要とする７５歳以上の方のみで構成される高齢者世帯
　　※カ）の区分は、申請にあたって地域を担当する民生委員さんの世帯確認が必要となります。

（２）次の条件の全てに該当する世帯
　　・１０月１日現在、栃木地域（旧栃木市）、都賀地域（旧都賀町）に現に居住し、住民基本台帳
　　　に登録されている世帯で、平成２５年度世帯全員の市民税が非課税であること
　　・生活保護を受給していない世帯であること

＜申請に必要なもの＞
　・平成２５年度歳末たすけあい見舞金配分申請書
　　　※申請書は、下記の提出先に用意してあります。
　・世帯全員が明記された住民票（省略でないもの）
　・平成２５年度世帯全員分の市民税非課税証明書（中学生以下は不要）
　・（１）のイ）～オ）を満たすことを証明するもの（手帳、介護保険証等）

＜見舞金配分予定額＞
　・世帯割　８，０００円　　　　家族割　２，０００円（世帯主を除く）
　※募金額、配分人数により見舞金の金額が減額になる場合があります。

＜提出期限＞　　平成２５年１１月８日（金）　午後５：１５まで（期限厳守）

＜提出先＞　　　下記の窓口にご提出ください。（郵送不可）
　　　　　　　・社会福祉協議会本所　　　今泉町２－１－４０　TEL２２－４４５７
　　　　　　　・社会福祉協議会都賀支所　都賀町家中２３５７　TEL２８－０２５４
　　　　　　　・老人福祉センター長寿園　薗部町２－１４－９　TEL２２－０３３３
　　　　　　　・老人福祉センター福寿園　千塚町２１０　　　　TEL３１－３６６６
　　　　　　　・老人福祉センター泉寿園　今泉町１－２－７　　TEL２７－３８１８

　　　　　　※身体状況等の理由により、ご本人で申請書類等を準備、提出することが困難
　　　　　　　な場合は、本所、都賀支所または地域を担当する民生委員にご相談ください。

＜配分方法＞
　　12月中旬ごろ、地域を担当する民生委員を通しての配分を予定しています。

平成２５年度　歳末たすけあい見舞金の配分について平成２５年度　歳末たすけあい見舞金の配分について

「みんなでささえあう　あったかい　地域づくり」

（配分には申請が必要です）
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